
１ 　 第 7 7 8 3 号 　 2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） １ ０ 月 １ 日 ㈬

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

栗 原 恵 さ ん ウ  ェ  ブ  サ  イ ト

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

棚 の 米

「 暑 い わ ね 」 と 眉 を し か め て 唱 和 。  「 お米 買 う の ？ 」 と 私 。　
棚 に は 、 値 段 の 高 い 順 に 各 地 の 個 性

的 な 名 前 の ブ ラ ン ド 米 が 並 ん で い る 。下 の 段 に 台 湾 米 。　
「 こ の 間 、 開 店 早 々 に 来 た ら 備 蓄 米

が あ っ た わ よ 。 も ち ろ ん 買 っ た わ 」 と彼 女 。 私 達 の 横 で 思 案 し て い た 知 ら ない 初 老 の 女 性 が 「 備 蓄 米 、 美 味 し か った で す か ？ 」 と 問 う て き た 。  「 え え 、美 味 し か っ た で す よ 」 と 早 智 子 さ ん 。「 で も 、 や っ ぱ り 高 い お 米 の 方 が 美 味し い で し ょ う 。 私 は 寿 命 も 短 い 年 寄 り

　
早 智 子 さ ん と ス ー パ ー で

出 会 っ た 。 お 米 が 並 べ ら れた 棚 の 前 で 偶 然 バ ッ タ リ 。

だ か ら 美 味 し い お 米 を 食 べ た い わ 」と 笑 顔 で お 米 を カ ー ト に 入 れ た 。　
「 こ の 棚 の お 米 を 見 て い た ら 、 中

学 時 代 を 思 い 出 し た わ 。 金 額 が テ スト の 点 数 よ 。 試 験 の 度 に 点 数 が 高 い順 に 壁 に ず ら り と 張 り 出 さ れ 、 曝 され た 。 金 額 が 高 い お 米 が 美 味 し く て安 い お 米 は 不 味 い 。 テ ス ト の 点 が 高い 人 は 優 秀 で 低 い 人 は 人 格 ま で 否 定さ れ た 気 が し た わ 」 と 早 智 子 さ ん 。「 嫌 だ っ た わ ね 」 と 劣 等 生 だ っ た 私 。　
お 米 に は 、 そ れ ぞ れ に 産 地 特 有 の

地 味 が あ る だ ろ う 。 植 え ら れ た 地 で農 家 の 人 の 手 に よ り 丹 精 込 め て 育 てら れ た 。 個 性 に 値 を つ け る な ん て 。　
早 智 子 さ ん は 出 身 地 の 米 袋 を 抱

き 、 私 は 友 の 暮 ら す 国 、 台 湾 米 を 買っ た 。

　 　

大 森

　
鑑 能

学 芸 員

作 品 が 勢 ぞ ろ い で す 。　
見 る だ け で も 楽 し い 、 読

ん で び っ く り 、 考 え て ワ クワ ク 。 未 来 の 科 学 者 に 出 会え る か も し れ ま せ ん 。 ご 家族 や お 友 達 と 一 緒 に 、 科 学の 世 界 を の ぞ い て み ま せ んか ？

　
ぜ ひ 、 あ な た も お 気

　
今 年 も 「 サ イ エ ン ス や ま

ぐ ち 」 を 開 催 し ま す ！　
山 口 県 内 の 小 ・ 中 ・ 高 校

生 が 取 り 組 ん だ 、 ユ ニ ー クで 創 造 力 あ ふ れ る 科 学 作 品や 研 究 発 表 が 一 堂 に 集 ま るこ の イ ベ ン ト は 、 今 年 で 第
7 9回 目 と な る 歴 史 あ る 展 覧

会 で す 。　
身 近 な 不 思 議 の 発 見 か

ら 、 本 格 的 な 実 験 ・ 観 察 まで 、 子 ど も た ち の 〝 科 学 する 心 〞 が ぎ ゅ っ と 詰 ま っ た 子 ど も た ち の 科 学 の 祭 典
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に 入 り の 一 作 を 見 つ け て みて く だ さ い 。　
会 期 は

1 0月

2 4日  （ 金 ）  か

ら 、

1 1月 ９ 日  （ 日 ）  ま で で

す 。 会 場 は 山 口 県 立 山 口 博物 館 ３ 階 で す 。 詳 細 は 山 口博 物 館 の Ｗ ｅ ｂ ペ ー ジ を ご確 認 く だ さ い 。 み な さ ん のご 来 館 を お 待 ち し て お り ます 。県 立 山 口 博 物 館

前 回 の 最 優 秀 賞 「 今 日 も よ ろ し く 」

昨 年 の 会 場 の 様 子

は 問 い ま せ ん 。 締 め 切 り（ 必 着 ） は 、

1 2月 ３ 日

（ 水 ）  。　
最 優 秀 賞 は 、

2 6年 １ 月

１ 日 発 行 の 本 紙 新 年 号 の１ 面 を 飾 り ま す 。 加 えて 、 賞 状 お よ び ギ フ ト カー ド ３ 万 円 分 を 贈 呈 。 ま

円 分 を 贈 呈 し ま す 。　
応 募 方 法 や 注 意 事 項 な

ど 詳 細 は 、 各 所 で 配 布 され る チ ラ シ 、 ウ ェ ブ サ イト の 案 内 ペ ー ジ （ 二 次 元コ ー ド か ら ） で 確 認 を 。電 子 メ ー ル ・ プ リ ン ト
（ 郵 送 ・ 持 参 ）  ・ フ ォ ー ム

か ら の 応 募 が 可 能 で す 。ま た 、 ウ ェ ブ サ イ ト では 、 過 去 の 受 賞 作 品 も 公

ド を 通 し て 、 挑 戦 す る 勇気 と 継 続 す る こ と の 大 切さ な ど を 語 る 。　
聴 講 希 望 者 は 、 フ ォ ー

ム （ 二 次 元 コ ー ド か ら ）な ど で 申 し 込 む 。 締 め 切り は ９ 日  （ 木 ）  。 定 員 は ３０ ０ 人 で 、 応 募 者 多 数 の

や ら な く て 後 悔 す る か 」が 、

2 6日  （ 日 ）  午 後 ２ 時 か

ら ３ 時 半 ま で 、 Ｙ Ｍ ｆ

ｇ

維 新 セ ミ ナ ー パ ー ク （ 山口 市 秋 穂 二 島 ） で 開 か れる 。 聴 講 は 無 料 だ が 、 事前 申 し 込 み が 必 要 だ 。　
山 口 県 民 に と っ て は 、

防 府 市 の 名 門 ・ 三 田 尻 女子 高 （ 現 誠 英 高 ） バ レ ー部 の エ ー ス と し て 、 ま た高 校 １ 年 か ら 選 出 さ れ た全 日 本 チ ー ム の エ ー ス とし て な じ み 深 い 栗 原 さん 。  「 プ リ ン セ ス ・ メ

　
元 バ レ

ー ボ ー ル女 子 日 本代 表 で スポ ー ツ コメ ン テ ータ ー の 栗原 恵 さ ん
（

4 1）  に よ

る 講 演「 や っ てか ら 後 悔す る か 、

　
募 集 す る 作 品 は 、

2 4年

1 2月 １ 日 か ら

2 5年

1 1月

3 0

日 ま で の 間 に 、 山 口 県 央連 携 都 市 圏 域 内 で 撮 影 され た 未 発 表 作 品 で 、 応 募は １ 人 ３ 点 ま で 。 応 募 者の ア マ チ ュ ア ・ プ ロ 、 年齢 、 性 別 、 居 住 地 、 国 籍

た 、 入 選 ３ 点 に も 、 賞 状と ギ フ ト カ ー ド ５ ０ ０ ０

作 品 募 集 中～  １ ２ 月  ３ 日　
サ ン デ ー 山 口 で は 、 今 回 で ８ 回 目 と な る 「 ２ ０ ２ ６ 年 新 年 写 真 コ ン テ

ス ト 」 を 開 催 し ま す 。 募 集 す る の は 「 ２ ０ ２ ６ 年 の 幕 開 け に ふ さ わ しい 、 山 口 県 央 連 携 都 市 圏 域 （ 山 口 市 、 宇 部 市 、 萩 市 、 防 府 市 、 美 祢 市 、山 陽 小 野 田 市 、 島 根 県 鹿 足 郡 津 和 野 町 ） 内 で 撮 影 さ れ た 風 景 や イ ベ ン トの 写 真 」  。 人 物 が 入 っ て い て も 構 い ま せ ん が 、 組 み 写 真 ・ 合 成 写 真 は Ｎ Ｇと さ せ て い た だ き ま す 。

開 し て いま す 。

場 合 は 抽選 と なる 。

　
初 開 催 の 「 ２ ０ １ ９

年 」 は

4 1人 か ら

8 3点 、 ２

回 目 の 「 ２ ０ ２ ０ 年 」 は
4 4人 か ら

8 3点 、 ３ 回 目 の

「 ２ ０ ２ １ 年 」 に は

5 2人

か ら １ １ ７ 点 、 ４ 回 目 の「 ２ ０ ２ ２ 年 」 に は

6 0人

か ら １ ３ ３ 点 、 ５ 回 目 の「 ２ ０ ２ ３ 年 」 に は

7 6人

か ら １ ７ ３ 点 、 ６ 回 目 の「 ２ ０ ２ ４ 年 」 に は

5 6人

か ら １ ２ ７ 点 、 前 回 の「 ２ ０ ２ ５ 年 」 に は

8 0人

か ら １ ５ １ 点 の 応 募 が 寄せ ら れ ま し た 。グ 」 の 愛 称 で 親 し ま れ 、２ ０ ０ ４ 年 の ア テ ネ オ リン ピ ッ ク （ ５ 位 入 賞 ） と
0 8年 の 北 京 オ リ ン ピ ッ ク

（ 同 ） に 出 場 す る な ど 、人 気 と 実 力 を 兼 ね 備 え た選 手 だ っ た 。　
講 演 で は 、 中 学 ２ 年 の

時 に 生 ま れ 育 っ た 広 島 県か ら 兵 庫 県 の 強 豪 校 に 単身 バ レ ー 留 学 す る 決 断 をし た 際 に 母 親 か ら 掛 け られ た 「 や っ て も 後 悔 す るし 、 や ら な く て も 後 悔 する と 思 う 。 ど ち ら の 後 悔が い い か は 自 分 で 決 め なさ い 」 と い う 言 葉 が 、 その 後 の 人 生 に お け る 「 支え 」 と な っ た こ と 。 また 、 け が や さ ま ざ ま な 挫折 を 乗 り 越 え た エ ピ ソ ー

「 や っ て か ら 後 悔 す る か 、 や ら な く て 後 悔 す る か 」

栗 原 恵 さ ん が 講 演
2 6日

弊 社 主 催

「 ２ ０ ２ ６ 年 新 年 写 真 コ ン テ ス ト 」
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県 司 法

書 士 会 山口 支 部（
☎
０ ８

３

－

９ ０

２

－

８ ８

８０ ）は 、

1 0月

１ 日 の「法の日 」 に 合

続 き の 相 談 に 乗 っ て く れる 。 事 前 申 し 込 み は 不要 。

わ せ 、 無 料 法 律 相 談 会 を４ 日  （ 土 ）  午 前

1 0時 か ら 午

後 ３ 時 （ 受 け 付 け は ２ 時半 ） ま で 開 催 す る 。 会 場は 、 小 郡 地 域 交 流 セ ン ター （ 山 口 市 小 郡 下 郷 ）  。　
同 会 に 所 属 す る 司 法 書

士 が 、 不 動 産 登 記 、 遺 言や 会 社 ・ 法 人 に 関 す る 登記 、 簡 易 裁 判 所 の 訴 訟 手続 き 、 成 年 後 見 制 度 、 裁判 所 提 出 書 類 な ど 、 生 活の 中 で 生 じ る 様 々 な 法 手

次 回 は 1 0 月 8 日 掲 載

︻ カ ワ イ 電 子 ピ ア ノ ︼

古

い ピ ア ノ で す 。 鍵 盤 の 一つ に 音 が 出 に く く 小 さ 目の 所 や 蓋 に 小 キ ズ 、 ペ ダル に サ ビ が あ り ま す 。 引き 取 り に 来 ら れ る 方 、 無料 で 差 し 上 げ ま す 。

☎
０

８ ３ ・ ９ ２ ３ ・ ６ ６ ９ １山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 美 術 ギ ャ ラ リ ー ︼ ~ ６日  （ 月 ）  :

佐 々 木 経 二 日 本

画 展

県 司 法 書 士 会 山 口 支 部
小 郡 地 域 交 流 セ ン タ ー で 無 料 相 談 会４ 日

 差 し 上 げ ま す
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防 災 コ ラ ム「 備 え て い ま す か ？ 」
　
コ ー プ や ま ぐ ち で は 、 防 災 に 携 わ る 組 合 員 さ ん か ら さ ま ざ

ま な テ ー マ で 寄 稿 し て い た だ き 、 み ん な で 防 災 に つ い て 考 えて い く 取 り 組 み を 行 っ て い ま す 。　
今 回 の テ ー マ は 「 備 え て い ま す か ？ 」  。 災 害 に 備 え て 防 災 グ

ッ ズ を 準 備 し て い る 人 も 多 い の で は な い で し ょ う か 。

 

備 え て

お い た ら 安 心 で す が 、 定 期 的 に 見 直 し ま し ょ う ！□ 飲 料 水

　
□ 食 料

　
□ 常 備 薬

　
□ モ バ イ ル バ ッ テ リ ー

□ ホ イ ッ ス ル

　
□ マ ス ク

　
□ 長 靴

　
□ 携 帯 ト イ レ

□ 着 替 え

　
□ ポ リ 袋

　
□ 乾 電 池

　
□ 現 金

　
□ テ ィ ッ シ ュ

□ 除 菌 シ ー ト

　
□ 防 犯 ブ ザ ー

　
□ 嗜 好 品 （ 酒 、 菓 子 な ど ）

□ 紙 コ ッ プ

　
□ 生 理 用 品

　
□ レ イ ン コ ー ト

　
□ 携 帯 ラ ジ オ

　
食 料 の 賞 味 期 限 は も ち ろ ん の こ と 、 薬 や 乾 電

池 に も 使 用 期 限 が あ り ま す 。 そ れ ぞ れ 期 限 が 記載 さ れ て い ま す の で 、 確 認 し て お き ま し ょ う 。対 策

 ・ 期 限 を メ モ し て お く

 

・ 常 備 薬 を 写 真 に 撮 っ て お く

　
災 害 時 に あ る と 重 宝 す る の が モ バ イ ル バ ッ テ リ ー 。 便 利 で す が 発 火

の 危 険 性 を 聞 い た こ と は あ る の で は な い で し ょ う か 。対 策

 ・ 衝 撃 を 与 え な い よ う に 取 り 扱 う

 

・ 高 温 に な る 場 所 に 放 置 し な い

 

※ 特 に 夏 場 は 注 意 ！

 

・ ス マ ー ト フ ォ ン へ の 充 電 時 に 、 ア プ リ な ど

 

　
の 使 用 を 控 え る

　
体 調 を 崩 さ な い た め に 、 季 節 に 合 っ た 服 を 用

意 し ま し ょ う 。 複 数 用 意 す る と 時 間 帯 に よ っ て体 温 調 節 で き ま す よ 。補 足

 ・ 夏 場 は 扇 子 、 冬 場 は 使 い 捨 て カ イ ロ が あ　
る と さ ら に 快 適 に 過 ご せ ま す 。

● 防 災 グ  ッ  ズ

　
チ  ェ  ッ  ク リ ス ト

◆ 使 用 期 限 は 大 丈 夫

! ?

● 定 期 的 に 見 直 そ う ！● 保 管 場 所 に 気 を 付 け て☆ 万 が 一 の た め に 避 難 グ ッ ズ を 揃 え て お く こ とは 大 事 で す が 、 定 期 的 に 見 直 す こ と が 必 要 です 。 準 備 し て い た も の が 災 害 時 に 使 え な か っ たり 、 事 故 の 原 因 と な ら な い よ う 、 定 期 的 に 見 直し て い き ま し ょ う 。 ◆ 服 は 複 数 あ る と 便 利 ！

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。


